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第 6 回 相模川川づくりのための土砂環境整備検討会 議事録 

1. 第 5 回検討会の議事録について 
主な質問・意見 回 答 

○議事要旨だけでなく、発言録をつけるべき（委員） 
 

○完全に発言内容そのものを出せないので、議論の流れがわかる形で整理

してほしい。（委員） 

○発言録はオープンにはしてないが、議論の流れがわかる形で議事録を整

理する。（事務局） 

○樹林化の解消は、出水の効果なのか、それとも置き砂の効果なのか（委

員） 
○置き砂以外の地点でも礫河原が回復しているので、出水の影響と考えて

いる。（事務局） 

○言い表し方の問題で、洪水の流水の作用であるという感じである。（委

員） 

2. 平成 20 年度置き砂試験施工の実施方針 
主な質問・意見 回 答 

○P3（図 2-2）に、相模川の河口部の写真が砂州と干潟の変遷として示

されているが、干潟が今もあるとは言い切れない。（委員） 

○本質的な意味での干潟を把握していく必要がある。（委員） 

○P8 のモニタリングにおいて、「付着藻類」や「底生動物」の変化は、

アユに対する間接的な影響をみるものであるが、「アユの産卵場」や

「河原の植生」については、どう変化するかなど直接的なモニタリン

グを行わない理由は何か。（委員） 

○河川の継続的なアユ等の調査は、5 年に一度の河川水辺の国勢調査で対

応している。河原植生調査も水辺の国勢調査で実施（事務局） 

○5 年に一度だと、比較にはなるがモニタリングとしては不十分ではない

か（委員） 

○カワラノギク等の生息環境である河原は細かい土砂が堆積しやすいた

め、砂分やシルト分の堆積状況を調査する必要がある。 

 また、河原のパイオニア植生についても細かい土砂が影響してくるはず

である。（委員） 

○底生動物の調査について、6～10 月となっているのは、平常時のデー

タを洪水時と比較するためのものと思うが、底生動物は、3月ぐらいか

ら羽化を始めて、普通の状態でも数が減っていくことから、2月ぐらい

の湿重量が一番増えるので、調査時期は通年行うように設定した方が

よい。（委員） 

○水生昆虫について、ヒゲナガカワトビゲラであれば 6 月の調査で出現す

るが、カゲロウの部類は冬場に見られるので注意が必要。特に粒径が大

きい場所で重要な種はカゲロウの類なので、そういう意味から冬場の調

査は場合によっては必要と思われる。（委員） 

○モニタリングを網羅的に行うことは効率的ではないので専門家に相談し

ながら、調査項目・頻度・場所を精査する形で対応していただきたい。

（委員） 

○水産サイドとしては、アーマコート化で河床が変わり生き物にとって

非常に厳しい状況になっていることから、置き砂の効果を非常に期待

している。P9 の表 2-6 を見ると、ダム浚渫土砂を利用する今回の試験

は、環境が悪くなるような形で受け取れる。 砂の流下により、アユ

が食べられない緑藻類が除去されたり、上から礫が流れてくることに

よって生物の多様化につながるのではないか？（委員） 

○今回は相模ダム浚渫土砂を初めて流すので、細粒分の増加による影響に

ついて特化してモニタリング内容を表 2-6 に整理をしたものである。 

 置き砂により、生物の多様化を期待しているところ（事務局） 

○P2｢置き砂下流での付着藻類の回復が高く、置き砂の影響が示唆され

る｣とあるが、置き砂の効果と言い切れるのか。（委員） 

○P2 図 1-6 より、示唆されると表現した。ただし、ご指摘の通り H19.9 出

水は大出水のため、出水効果と置き砂の効果を完全に分類できず、置き

砂効果と断定できるものではないので、今後の検討課題としたい。（事

務局） 

○台風 9 号の洪水は大きく、置き砂の効果なのかどうか以前に大幅に河道

は変わっているため、置き砂の効果と誤解される表現はできるだけ避け

た方がよい。（委員） 

○前回の検討会では、「相模ダム浚渫土砂を配合する方針が合意され

た」となっているが、それには「できるだけ、シルト分・粘土分が少

ないもの、桂川橋側の相模湖入り口に近い質のよいものを使ってほし

い」という意味を込めていたので、確認してほしい。（委員） 

○今回の置き砂に使用する土砂は、浚渫土砂の中では比較的粒度の粗いも

の、養浜にも使えるようないいものを使う予定。（事務局） 

 

○ダム浚渫土砂の有機分について、強熱減量の結果を現地土砂と比較す

ることで安全性を確認する必要がある。（委員） 

○今回調査では、ダム浚渫土と現地発生土の両方の有機分を調査項目に含

めている。（事務局） 

○将来に向けて害がないように質のよいものから使用してほしい。(委員) 

○河川に存在している土砂の粒度は、0.1mm 以下はほとんどゼロである

が、浚渫土砂は細かいものが多いことから、その挙動が一番不安であ

り、重要である。また、浚渫土砂の有機分あるいは嫌気性についても、

どのように河川へ影響を与えるかが心配である。 

○排砂ダムだと一度に 20～30 万 m3が流れると想定されるが、特に川の中

でも緩やかなところでは、魚に影響を与える。 

○ダムが無いときの河川におけるシルト等の流れ方を把握できれば、一

○0.1mm 以下のシルト分等は海に流れてしまうが、一部はそれが固まって

川の中にたまる可能性がある。ある部分に局所的にたまることが問題で

あり、樹林化の発生源になってしまうので、細かいものはできるだけ排

除したほうがよい。（委員） 

○黒部川の場合、洪水の減水期に土砂を放流することになっているが、増

水期に土砂が流れるようにすれば、細かい土砂が河道内に残ることが少

なくなると思われる。（委員） 
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番影響の少ない土砂の流し方があるか、あるいは影響が無視できない

のであれば、分別して別の方法で処分しなければいけないかもしれな

い。 

○土砂をどのように流せば、元々あった川で問題が起きないのか、ある

いは従来の相模川の生態系を形成していた状態に近い形で土砂を流せ

るのか、ということを考えるべきである。それでも害が出る場合は、

直接海へ持っていく判断も必要。（委員） 

○ダム無しの状況を完全に再現することは困難であるが、再現計算の中で

昔の流れ方をある程度推測できると思われるので、専門家の意見を聞い

て検討する。（事務局） 

○山腹崩壊等により昔から細粒土砂が河川を流下していたはずだが、それ

らが 1 箇所に溜まることが問題。まずは粗めの成分から進めて行くこと

がよいと思う。（委員） 

○実施段階では、自然状態に近い置き方をすべきであり、技術的に改良が

可能と考える。一度に大量の細粒土砂を流下させないような置き方の工

夫ができると思う。（委員） 

○農業では、放流後 1、2 日経って水位が下がれば、すぐに取水しなけれ

ばならない。土砂を選別して、昭和 30 年代の相模川に戻す観点からも、

質の問題は吟味していただきたい。（委員） 

 

○シルト・粘土分はダムがなければ年間に約 10 万 m3は流下していたはず

で、その中で海の生物も生息していた。現在はダム建設による環境の

変化に応じた環境が構築され、それが新しい価値観となっている。 

 シルト・粘土を害的側面だけで捉えることは問題であり、海の生物の

栄養塩としての役割もある。 土砂の量、質、時間の観点から整理す

ると、より実態がわかると思われるので、そのような資料整理が必要

（委員） 

 

○シルト・粘土分とヘドロ分は違うと思うが一緒なのか。 

 違うのであれば、ヘドロ化していないシルト・粘土分は流下させても

良いのではないか。（委員） 

○質（ヘドロ）について問題が発生した場合、事業がストップしてしまう

ため、今の段階では、できるだけ質の良いものを流して、知見を重ねてい

くことが必要と考える。（委員） 

○浚渫土砂 1000m3の運搬には、10 トンダンプが何台必要なのか。 

 また、運搬期間（日数）、ルート等、地元住民への配慮は考えている

のか。地元と調整済みなら問題ないと思うが、場合によっては中央道

を利用することも考えて貰いたい。（委員） 

○ダンプ約 200 台弱であり、ルート、1 日あたり台数は地元との調整が必

要。全体で約３～４日を想定している。（事務局） 

 

○置き砂事業の費用を公開してもらいたい。（委員） 

 

 

○将来的に 25 万 m3の土砂を 4ヵ所で処理できるのか。河川に影響なく処

理できる場合、ダンプやコストの問題も含めて、検証しなければ、こ

の手法の有効性が高いかどうかをチェックできないのではないか。

（委員） 

○ここでは置き砂を 1 番良い方法と考えていない。土砂懇談会で提案した

様々な方法に対して、土砂の流れ方や量や質を探査するための方法論と

して進めている。次の段階に進むための経験、知識ということに結びつ

けながら進めるという位置付けである。（委員） 

3. 置き砂以外の土砂環境改善の施策 
主な質問・意見 回 答 

○P15 砂防ダムのスリット化について重要な点は、それにより 大きな

礫が下流に流れるということである。土丹が露出して いるところに

は、直接砂はたまらないので、ある程度の大きな石が 必要である。

（委員） 

 

○現在は河口部に干潟ができておらず、シギやチドリが激減している。

干潟の復元が可能か、検討頂きたい。（委員） 

 

○森林管理をどのように行うと、何が期待できるのか。 

○森林管理を進めても、昔の川にはならない。昔は山が荒れて、多くの

土砂が流れていたが、そのときに形成されたバランスとは異なる。（委

員） 

 

○森林管理を適切にすると、土壌の流出を抑制できる。（事務局） 

○森林管理をすると下草が生えて森林を肥沃にするとともに細粒土砂流出

を抑制することがプラス面。それにより河道への細粒土砂流出を抑制

し、河原植物環境を維持できる。（委員） 

○森林管理といっても実際は治山対策であり、細粒土砂を減らすことと、

治山（土砂崩落の抑制）の両面がある。（委員） 

○森林管理において土砂流出防御保安林というものがあり、急斜面などで

は落葉広葉樹林の方が土砂流出を抑えられると思われる。（委員） 

○相模川は歴史の浅い河川で、20 世紀に形が大きく変わった。100 年後

に間違えない方針で動き出すことが 大事ではないか。（委員） 

 

○ダムの土砂を茅ヶ崎海岸に年間 3 万 m3、10 年間で 30 万 m3の養浜を行

っているが、それが終了しても維持していくために、多少の砂を入れ

ていかなければならない。そのため、少しでも川から海への土砂供給

が図れるという方向へ進むように期待している。また、地域の方々か

らもそのような意見がある。 

○養浜に利用している土砂の浚渫箇所は、ダム本体のところで なく、

勝瀬橋から上流なので、養浜をする地域の方々はヘドロというイメー

ジを持っていない。（委員） 
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○深掘れ部の解消でみお筋がある程度動くことによって、礫河原の復元

ができないか。置き砂の質を考えながら置く場所を選べば、深掘れ部

の解消、礫河原の修復ができるのではないか。（委員） 

○礫河原の修復については、中津川にて地元と連携して進めている（委員） 

○礫河原を再生するためには、上流から流すということは根本的に無理で

あるから、それに対して目的としていることを達成するために別途措置

を講じたほうがよい。（委員） 

○礫河原の再生では、高水敷の部分は多少削って低くすることが重要で

あるが、中津川での事例では、切り下げた土砂を置き砂に利用してい

るのか。 

○置き砂で問題なのは、大きな礫がないことである。河岸の掘削であれ

ば、大きな礫を含んでいる。（委員） 

○中津川では、周辺に敷き均して使っている。（事務局） 

 

 

○置き砂と高水敷の掘削メニューを組み合わせることも有効であると考え

られるので、今後の検討課題とする。（事務局） 

○置き砂以外の施策は、施策の優先順位の観点から、検討をお願いした

い。（委員） 

 

 



第 6 回土砂環境整備検討会－メンバー 

 

区 分  氏 名  所 属  
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篠 田  授 樹  桂 川 をきれいにする会  

学 識 者  
浅 枝  隆  埼 玉 大 学  大 学 院 理 工 学 研 究 科 環 境 制 御 工 学 専 攻  教 授  
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関 係  
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鈴 木  勇  相 模 川 漁 業 協 同 組 合 連 合 会  代 表 理 事 会 長  

金 子  明  神 奈 川 県 内 広 域 水 道 企 業 団  技 術 部 長  

行 政  

関 係  

樋 川  和 芳  山 梨 県 土 木 部 治 水 課 長  
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篠 原  慎 一  神 奈 川 県 環 境 農 政 部 農 地 課 長  

米 山  健  神 奈 川 県 環 境 農 政 部 水 産 課 長  

尾 形  壽 春  山 梨 県 上 野 原 市 企 画 課 長  

海 老 原  俊 幸  神 奈 川 県 相 模 原 市 環 境 経 済 局 環 境 保 全 部 水 みどり環 境 課 長  

野 宮  聖  国 土 交 通 省  関 東 地 方 整 備 局  相 模 川 水 系 広 域 ダム管 理 事 務

所 長  

鈴 木  研 司  国 土 交 通 省  関 東 地 方 整 備 局  京 浜 河 川 事 務 所 長  

 



 

 
 
 
 
 
 
 

第６回 相模川川づくりのための土砂環境整備検討会 
 

 

検討会資料 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年 1 月 26 日 
 

国 土 交 通 省  京 浜 河 川 事 務 所 

神 奈 川 県  河 川 課 

神 奈 川 県 企 業 庁  利 水 課 
 

第 6 回検討会 資料-3 

本資料は、検討会での指摘を受け、誤字や

図の表現等の修正を行ったものです。 



 

 

第 6 回 相模川川づくりのための土砂環境整備検討会 検討会資料 

目 次 

 
 
 

1. 相模川における土砂環境改善の進め方とこれまでの置き砂試験施工の実施経緯  ...... 1 

1.1 相模川水系における土砂環境改善に向けたこれまでの取り組み .................. 1 

1.1.1 土砂管理懇談会（H13.2～H15.6） ....................................... 1 

1.1.2 土砂環境整備検討会（H15.12～） ....................................... 1 

1.2 具体的な土砂供給方法の確立および土砂供給による影響把握方法 ................ 1 

1.3 昨年度（平成 19 年度）からの検討経緯 ....................................... 2 

1.3.1 現地土砂を用いた置き砂試験施工結果の概要 ............................. 2 

1.3.2 第 5 回土砂環境整備検討会の議題・議事概要 ............................. 2 

1.3.3 相模川漁連への説明 ................................................... 2 

2. 平成 20 年度置き砂試験施工実施方針（案） ..............................  ...... 3 

2.1 相模川水系の土砂環境の現状と課題 .......................................... 3 

2.1.1 相模川河口部の現状と課題 ............................................. 3 

2.1.2 海岸部（茅ヶ崎海岸）の現状と課題 ..................................... 3 

2.1.3 相模川河道区間の現状と課題 ........................................... 4 

2.2 相模川水系に求められる供給土砂の質 ........................................ 5 

2.3 置き砂土砂の成分について .................................................. 5 

2.3.1 平成 18 年度及び平成 19 年度の置き砂の成分及び設置概要 ................. 5 

2.3.2 平成 20 年度の置き砂の成分（相模ダムの浚渫土砂とその配合） ............ 6 

2.4 平成 20 年度置き砂実施方針 ................................................. 7 

2.4.1 置き砂設置位置 ....................................................... 7 

2.4.2 置き砂設置諸元 ....................................................... 7 

2.5 モニタリング計画 ......................................................... 8 

2.6 相模川における今後の置き砂事業の展開 ..................................... 10 

2.7 他河川における置き砂・置き土の事例 ....................................... 12 

3. 置き砂以外の土砂環境改善施策について .................................  ..... 15 

3.1 土砂環境改善の取り組み方針............................................... 15 

3.2 他河川での事例紹介 ...................................................... 15 

3.2.1 ダム、土砂生産域での取り組み ........................................ 15 

3.2.2 河道域での取り組み .................................................. 18 

3.2.3 河口・海浜域での取り組み ............................................ 19 

 

 

参考資料１：置き砂土砂の調達方法について ....................................... 20 

参考資料２：相模川 河床変動解析について ....................................... 22 

1 河床変動解析モデルの構築 .................................................... 22 

1.1 解析モデルの概要 ........................................................ 22 

1.2 モデルの構築（再現計算によるモデルの検証） .............................. 22 

2 現地観測資料 ................................................................ 23 

2.1 浮遊砂境界条件（Qs-Q 式） ................................................ 23 

2.2 河床材料粒度分布 ........................................................ 23 

 



  1

1. 相模川における土砂環境改善の進め方とこれまでの置き砂試験施工の実施経緯 

1.1 相模川水系における土砂環境改善に向けたこれまでの取り組み 
1.1.1 土砂管理懇談会（H13.2～H15.6） 

「相模川水系土砂管理懇談会（以降、「懇談会」）」は、相模川水系で顕在化しつつある土

砂動態に関わる問題を議論することを目的として平成 13 年に設置されたものである。 

「懇談会」では、相模川本来の土砂環境の健全化のため、流域の源頭部から河道、河口、海

岸部までを一貫した流砂系として捉え、相模川の適切な土砂の流れを回復するために目指すべ

き方向性について、平成 15 年 6 月に「提言書」として取りまとめ公表した。 

「提言書」では相模川流砂系のあるべき姿として、相模川で現在顕在化している課題が生じ

る前の「昭和 30 年代前半の相模川を目指す」ことをイメージしている。 

 

1.1.2 土砂環境整備検討会（H15.12～） 
「相模川川づくりのための土砂環境整備検討会」（以降、「検討会」）は、相模川の健全な

土砂環境を目指した取り組みの実施方針の提案及びその対策効果の検証を行うとともに、今後

の土砂環境改善に向けた具体的な方策について、市民・学識経験者・関係機関・行政が一同に

会して議論を行うことを目的として、平成 15 年 12 月に設置されたものである。 

「検討会」では、「懇談会」提言書における「相模川の土砂問題への当面の対応」策の一つ

である「ダム浚渫土等を利用した下流河川への置砂対応」に着目し、その具体的な実施方針及

び対策効果の検証を当面の課題としている。また、土砂移動と環境との関係を把握するための

調査・研究を並行して推進し、相模川の土砂環境の目標達成に向けた段階的な対応方針につい

て提案することを目指す。 

 

1.2 具体的な土砂供給方法の確立および土砂供給による影響把握方法 
「置き砂」の実施においては、「流下時の影響」や「洪水時の置き砂の流れ方」、「適切な

設置形状」等、机上検討では予測が困難で不確実な要素が多いことから、相模川現地での試験

施工および土砂流下前後でのモニタリング調査を通じて、置き砂土砂流下による河川環境への

影響や置き砂設置方法・土砂の質等を実証的に検討・確認している。 

置き砂試験施工は今後も継続して行い、その間のモニタリング調査結果を HP 等により公表し、

置き砂に対する市民・関係者の理解の上で、本格実施に向けて進めてゆく。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-1：置き砂本格実施までの試験施工の進め方 
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●置き砂設置地点案（A～C地点）、概略モニタリング調査項目案の提示

●相模川・他河川での置き砂事例の紹介
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図 1-2：これまでの土砂環境改善の取り組みと今後の検討スケジュール 
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1.3 昨年度（平成 19 年度）からの検討経緯 
相模川土砂管理検討に関するこれまでの取り組みは、図 1-2に示した通りである。 

以下では、平成 20 年 3 月に開催された第 5 回検討会以降、第 6 回検討会開催までの検討経緯

の概要を示す。 

 

1.3.1 現地土砂を用いた置き砂試験施工結果の概要 
・ 平成 18 年、19 年度の 2 ヵ年、相模川 19.4k 右岸側砂州上にて現地土砂を整形した置き

砂試験施工を実施した。（設置土砂量：約 5,000m3／年） 

・ 置き砂試験施工期間の過去2年間で計3回の出水が発生し、置き砂土砂流下を確認した。 

・ 置き砂土砂流下前後のモニタリング調査結果は以下の通りであり、置き砂土砂流下によ

る河川環境への悪影響は確認されなかった。 

 出水前後でアユの餌（付着藻類）の流失・回復が見られた。 

 置き砂流下後洪水後にはアユの餌となるビロウドランソウの優占が確認された。 

 置き砂地点下流での付着藻類の回復率が高く、置き砂流下の影響が示唆される。 

 出水後の底生動物の回復状況も置き砂上下流で一様であった。 

 置き砂上下流での水質は一定であり、土砂流下の影響は見られなかった。 

 

1.3.2 第 5 回土砂環境整備検討会の議題・議事概要 
平成 20 年 3 月に開催された第 5 回検討会では、過去 2 カ年の現地土砂を用いた置き砂試験施

工・モニタリング調査結果の報告、および次年度以降の試験施工方法(案)について議論が行わ

れ、大きく下記の 2 点について了承を得た。 

・ 現地土砂を用いた置き砂土砂流下による河川環境への影響はほとんど無かった。 

・ 今後の試験施工では、本来の洪水時土砂移動形態を踏まえ、砂分、シルト･粘土分の

含有率を増加させるため相模ダム浚渫土砂を配合する方針が合意された。 

 

1.3.3 相模川漁連への説明 
相模ダム浚渫土砂を置き砂材料に利用することの是非について、平成 20 年 12 月に相模川漁

連関係者を対象に置き砂勉強会を開催した。 

置き砂勉強会では、これまでの現地土砂による置き砂試験施工結果、および平成 20 年度置き

砂試験施工に計画案について説明を行い、モニタリングにより河川環境への影響を確認しなが

ら試験を進めることを前提に、相模ダム浚渫土砂の利用について承諾を得た。 

・ 置き砂材料：相模川現地発生土砂をベースに、相模ダム浚渫土砂を 20%程度混入する 

 相模ダム浚渫土砂については、現地土砂ヤードでの確認を行った。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

図 1-3：置き砂試験施工位置および設置形状 

表 1-1：試験施工期間中の出水概要 

H18.10 H19.7 H19.9

相模湖地点累加雨量 mm 178 166 305

城山ダムピーク放流量 m3/s 690 750 2,430

城山ダム放流量

200m3/s以上の継続時間
hr 38 21 64

洪水名

図 1-5：出水時の粒径別流下土砂量 

図 1-7：置き砂土砂流下による水質への影響 

（BOD,H19.9 出水） 

図 1-6：出水前後での付着藻類細胞数の回復率 1,375
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図 1-4：城山ダム年最大放流量と試験施工期間中の出水規模比較 

置き砂地点上下流での
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図 1-6：出水前後での付着藻類細胞数の回復率 

図 1-3：置き砂試験施工位置及び設置 

写真 1-1：漁連勉強会での置き砂ヤード視察状況 
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2. 平成 20 年度置き砂試験施工実施方針（案） 

2.1 相模川水系の土砂環境の現状と課題 
2.1.1 相模川河口部の現状と課題 

・ 相模川河口部は、昭和 55～60 年頃より河口砂州の河道内への後退が顕在化し砂州規模が縮小

傾向にある。その結果、シギ・チドリ等の鳥類の生息場として相模湾有数の河口干潟面積が

減少しつつある。 

・ その理由として、「昭和 30 年代の砂利採取やダム建設等に伴う土砂供給の減少」、「流下能

力や航路維持を目的とした河口部浚渫による河口砂州・テラス部への砂分等の細粒土砂供給

量の減少」、「河口部付近の海岸施設設置等による海岸地形変化による影響」が想定される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.1.2 海岸部（茅ヶ崎海岸）の現状と課題 

・ 相模川河口を挟む湘南海岸は、全体的には相模川河口を中心として侵食傾向にあり、江ノ島・

大磯近傍で堆積傾向にある。また局地的には、茅ヶ崎漁港やヘッドランド等の海岸構造物周

辺では堆積傾向にあり、これらの構造物間で侵食傾向にある。 

・ 神奈川県では、侵食が進行した茅ヶ崎海岸（中海岸地区）において、年間約 3 万 m3、合計約

30 万 m3の養浜事業を行う計画である。 

・ 相模川河口部からの現状の砂成分（0.2～1.0mm）の供給量では、養浜した海浜が失われるこ

とが予想されており、相模川河口部からの砂分供給量の増加が求められている。 
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図 2-2：河口砂州の変遷 
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図 2-4：汀線位置の変遷と海岸変化傾向 
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図 2-3：河口干潟面積の変遷 
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減少傾向！ 

写真 2-1：河口部航空写真 （H19.10.21 撮影） 

写真 2-2：H19.9 台風 9号による 

中海岸の被災状況（H19.9.12 撮影）
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2.1.3 相模川河道区間の現状と課題 
・ 相模川河道部では、相模ダム・城山ダム建設による上流域からの土砂供給量の減少や、昭

和 30 年代の砂利採取による河道内土砂減少の影響により、河道内環境に大きな変化が生

じている。 

・ 城山ダム下流付近河道では、城山ダム上流部からの砂・礫分供給が失われたため、河床か

ら砂・礫分が流失し、大粒径の石だけが残る粗粒化（アーマーコート化）が進行しており、

アユの餌となる付着藻類の剥離・更新頻度が減少している。 

・ 土砂供給量減少やダムでの洪水調節による出水頻度の減少により、河道内の低水路部の深

掘れ、高水敷樹林化が進行したことにより相模川を特徴づける礫河原域が減少し、河原の

特徴的な植物群落の衰退がみられる。 

・ 低水路部河岸沿いでは、深掘れの進行により護岸の安全性が低下している。また過去の砂

利採取の影響と相まって、一部区間では河床に土丹が露出しており、アユの産卵場環境の

悪化が懸念される。 

相模川　20.8k横断図
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相模川　19.0k横断図
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計画高水位 写真での水位

・S42→H13 で河床が 5m 程度低下 
・護岸の基礎が露出し、安全性が低下

図 2-8：相模川 19.0k 地点横断図 

堤防護岸の安全性低下 

写真 2-5：河床低下による堤防護岸の露出状況 

（相模川 19.0k 左岸） 

・アユ等の魚類の生育環境としての「浮石環境」減少 
・アユのエサである付着藻類の更新頻度の減少 ※アユは相模川の代表魚種

写真 2-3：粗粒化した河床の状況

（相模川 34k：小倉橋付近） 
図 2-6：小倉橋地点 粒径加積曲線 

河床の粗粒化（ｱｰﾏｰｺｰﾄ化） 

・堤防護岸の安全性低下 

図 2-7：相模川 20.8k 地点横断図 

低水路部の 
深掘れ進行 

低水路沿いの河床上昇
→冠水頻度の減少 

高水敷樹林化の進行

写真 2-6：磯部頭首工下流右岸の樹林化状況 

図 2-9：相模川磯部頭首工付近（20k～23k）の変遷 

S29

樹林化が進行 
H8

かつてのレキ河原が樹林化した

高水敷の樹林化・河原環境固有植物の減少 

20.8k 
磯
部
頭
首
工

写真 2-7：カワラノギク（河原環境固有の植物）

神奈川県レッドデータブック 減少種(V) 

カワラノギク等の河原固有の植物群落の減少

※カワラノギクは昭和 30 年代の相模川の指標の一つ 

土丹露出によるアユの産卵場環境の悪化 
ダム下流への砂・砂利成分移動量の減少

河床から大粒径の石・礫分が失われたために土丹
層が露出しており、治水面のみならず、アユの産
卵場環境への影響も懸念される 

写真 2-4：相模川三川合流点上流の状況 
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2.2 相模川水系に求められる供給土砂の質 

(1)相模川水系に求められる供給土砂の質（粒径成分） 
「提言書」において示された相模川の海浜および河道の土砂環境改善に必要とされる土砂の

粒径成分は以下の通りである。 
海浜を構成する成分：海浜・河口砂州の改善に必要な粒径集団（0.2～1mm 程度） 
河道を構成する成分：河道のアーマー化を解消するために必要な粒径集団（1～70mm 程度） 

これらは、かつて相模川の河床に存在したもの、およびダム建設前に土砂生産域より供給さ

れた粒径成分である。これらの粒径成分を還元することにより相模川の土砂環境改善を促し、

下記に示した問題解消を図ることが求められる。 
表 2-1：土砂環境上の課題と必要な粒径成分 

 解決すべき土砂環境上の課題 必要な粒径成分 

河道 河床のアーマー化の解消 1～70mm の砂利・礫 

流路・砂州の固定化・高水敷樹林化の解消 1～70mm の砂利・礫 

土丹層露出によるアユの産卵場環境の悪化 10～20mm 前後の小砂利 

アユの餌となる付着藻類の剥離更新の活性化 1～20mm 程度の砂・小砂利 

海浜 砂浜の形成・維持 0.2～1mm の砂 

(2)相模川の河床材料の現状 

相模川三川合流点～城山ダム区間の河床材料粒度分布経年変化を見ると、以下の特徴が確認される。 

・ 昭和 40 年の城山ダム竣工後、河床付近を移動する砂・礫・石成分のダム下流への土砂供

給がストップした結果、城山ダム近傍より河床材料の粗粒化が進行している 

・ 平成 17 年調査結果によると、城山ダム近傍の河床には、海浜の構成に必要な砂分がほと

んど含まれておらず、城山ダム近傍の河床からこれらの粒径成分を海浜に供給することが

困難な状況にある。 

 
図 2-2：相模川三川合流点～城山ダム区間における河床材料粒度分布の経年変化 

 

2.3 置き砂土砂の成分について 
2.3.1 平成 18 年度及び平成 19 年度の置き砂の成分及び設置概要 

平成18年度及び平成19年度の置き砂の構成材料はほぼ河床材料と同様の粒度となっている。 
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図 2-3 平成 18 年度置き砂土砂の粒度分布 
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図 2-4 平成 19 年度置き砂土砂の粒度分布 

 
これまでの置き砂試験施工による流下土砂量から置き砂の土砂がほぼ全て流下した H19 年度

においても、海浜を形成する 0.2～1mm の土砂の流下量は約 1,700m3である。 

 
 
 
 
 
 
 

図 2-5 平成 18 年度及び平成 19 年度の置き砂の流下土砂量 
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2.3.2 平成 20 年度の置き砂の成分（相模ダムの浚渫土砂とその配合） 

相模ダムでは、貯水池の有効貯水容量回復と上流域の災害防止を目的として年間概ね 25 万

m3の浚渫事業を実施しており、浚渫位置は図 2-8 に示したとおりである。 

 

相模ダムの浚渫土砂は、平成 19 年度の置き砂の土砂と比較すると細かくなっており、海浜を

構成する砂分を増やすという観点では、相模ダムの浚渫土砂を置き砂の土砂として用いること

は有効と考えられる。このため、平成 20 年度の置き砂は相模ダムの浚渫土砂を置き砂土砂に一

部混入させることとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 2-6 相模ダム浚渫土砂粒度分布     図 2-7 19.4k 現地土砂と相模ダム浚渫土砂粒度分布 

 
 

表 2-2 配合土砂中のシルト・粘土分の割合 

 
 
 
 
 

 
 

・ 相模ダム浚渫土を現地土砂に配合すると、砂分が若干増加する一方で、シルト、粘土分

も混入することとなる。 

・ 相模湖の浚渫土を 20%程度混入させると、置き砂のシルト粘土分は前年の試験施工の約

1.5 倍程度となる。 

 

なお、相模ダム浚渫土砂の成分分析結果からは、環境基準値を上回る有害物質は確認されて

いないものの、置き砂試験施工実施段階で再度成分分析を行う予定としている。 
表 2-3 相模ダム浚渫土砂の土壌分析結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2-1 相模ダム浚渫土砂ヤードの状況 

 

図 2-8 相模ダム浚渫区間と浚渫箇所河床高の関係 
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No.1 No.2 No.3 No.1 No.2 No.3

1 カドミウム 0.01 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

2 シアン化合物 不検出 0.1 N.D N.D N.D ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1
3 有機リン 不検出 0.1 N.D N.D N.D ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1
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※⑥H19 置き砂土砂は、①19.4k 右岸高水敷土砂に 

18.4k 付近の砂州上の粒度の細かい土砂を加えた土砂である 

No. ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

対象土砂
19.4k右岸
高水敷土砂

H19浚渫土砂

（ヤードNo.1）
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砂分の割合(%)
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10.8 13.2 11.0 11.3 11.5 19.1

⑥H19置き砂土砂に
対する比率

0.56 0.69 0.58 0.59 0.60 1.00
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2.4 平成 20 年度置き砂実施方針 
2.4.1 置き砂設置位置 

相模川における置き砂試験施工は、第 2回土砂環境検討会において提示された 4 箇所の設置候補地点（図 2-9）のうち、

磯部頭首工（22.4kp）下流の候補地点 D（相模川 19.4kp 付近）右岸高水敷上にて、平成 18 年度および平成 19 年度に実施

している。 

平成 20 年度の置き砂の設置位置は、調査の継続性・結果の比較評価の観点から、過去 3年モニタリング結果の蓄積され

た 19.4k 地点で実施することとする。（水衝部であり側方侵食を期待できる） 

 
2.4.2 置き砂設置諸元 

図 2-9：置き砂試験施工地点位置図        

置き砂の設置土砂量は、過去 2 年と同様の約 5,000m3とする。 

表 2-4 置き砂諸元の整理 

項目 平成 18 年度 試験施工 平成 19 年度 試験施工 平成 20 年度 試験施工 平成20年度試験施工での改良点

置き砂 
設置地点 

磯部頭首工下流の候補地点Ｄ地点 
（相模川 19.4k 付近） 

→同左 →同左 変更無し 

置き砂土砂の

調達・粒度分布 

置き砂設置地点の高水敷土砂をほぐし、所定の形状に設

置 
相模川 18.4k 付近砂州上の土砂を上層に設置（護岸工

事時の埋め戻し用土砂） 
相模ダムの浚渫土を 20％程度混入させる。 ・ 相模ダムの浚渫土砂を

20%程度混入させ、細粒

分を多くする。 H18年度　置き砂試験施工　構成材料粒度分布
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①H19現地土砂

②H19相模湖浚渫土砂

④浚渫土砂を20%配合

⑥H19年度置き砂土砂

設置土砂量 ２パターンを設置：全体で約 4,800m3 
（上流側：3,300m3、下流側：1,500m3） 

１パターンを設置 
：全体で約 5,400m3 

過去 2 年度と同様の約 5,000m3 変更無し 

設置形状 
（天端高） 

設置高は、所定の出水時に天端上の小礫が（10mm）移

動可能な高さとした 
上流側：城山ダム Q=700m3/s 時水位 
下流側：城山ダム Q=1200m3/s 時水位 

平成 18 年度結果を踏まえ、置き砂天端高を引き下げ、

掃流力を増大させた 
天端高：城山ダム Q=400m3/s 時水位 

置き砂の天端高は平成 19 年度と同程度とするが、側方浸食

を想定し、流心側は天端高を高く設定する。相模ダムの浚渫

土砂は、平常時流下しないように置き砂上部に設置 

・ 側方浸食を想定し、流心

側は天端高を高く設定す

る。 
・ 浚渫土砂は、置き砂の上

部に設置し、洪水時流下

しやすいように流心側に

設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表断面 19.4km 

 

候補地点

H18 年度置き砂施工位置 

H19 年度置き砂施工位置 

城山ダム放流量 Q=500m3/s 
平水位 

20m 

約 0.6m 

城山ダム放流量 

Q=900m3/s 
下流部置き砂 

城山ダム放流量 Q=200m3/s 
平水位 

20m 

約 0.6m

城山ダム放流量 

Q=500m3/s 

上流部置き砂 

平水位

20m

0.7m

0.5m

上層

下層 

2m

城山ダム放流量 
Q=400m3/s 

埋め戻し 

H18 に比べ細粒分を多く含む 

現地高水敷土砂 H18 と同様 

城山ダム放流量 Q=100m3/s 

構成割合

0

20

40

60

80

100

割
合

(%
)

構成割合

0

20

40

60

80

100

割
合

(%
)

浚渫土砂の

粒径分布範囲

16～22kに現存する

土砂粒径分布範囲 

浚渫土砂 
現地土砂 

城山ダム放流量100m3/s時水位

側方侵食での流下を想定し

水際の比高差を大きくする 
置き砂表面を現地土砂で覆い、平

常時の浚渫土砂の露出を防ぐ 
城山ダム放流量

400m3/s時の水位

▽T.P. 22.52m

平水位

洪水時の流向

現地土砂 ▽T.P. 21.62m 
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2.5 モニタリング計画 
平成 20 年度および平成 21 年度置き砂のモニタリング調査概要は以下のとおりである。 

表 2-5：H20 年度、H21 年度 置き砂土砂モニタリング調査手法（詳細） 

№ 目的 モニタリング
内容 

モニタリング 
調査項目 具体的な調査内容 調査時期 調査地点 調査手法・項目 

①

河川生態系 
変化把握 

水域環境の 
変化把握 

付着藻類の変化 
シルト分の堆積状況 

河床礫の付着藻類を採取・分析し、
置き砂流下による付着藻類の生息
数・生息種の変化を把握 

平常時：5 回※1 
：6 月～10 月 

（月 1 回） 
出水時：2 回 
：出水 1 週間後
出水 3 週間後

7 調査サイト 
（下図ピンク○） 

 

② 底生動物の変化 
河床に生息する底生動物を採取し、
置き砂流下による生息数・生息種の
変化を把握 

 

③

置き砂土砂
の移動実態

把握 
（地形変化

把握） 

置き砂の流下
成分の把握 

置き砂土砂の粒度分
布調査 置き砂の空間的な粒度分布を把握 施工直後 置き砂地点 ふるい分け試験 

④ 置き砂の 
流下量把握 

置き砂土砂の 
横断測量 

出水後の置き砂形状を測量し、１出
水での置き砂流下量を把握 置き砂流下後 置き砂地点 

20m 間隔 路線測量 

⑤ 砂分の到達
範囲把握 

砂分の移動追跡 
（線格子法による 

表層河床材料調査） 

置き砂設置地点下流の水際部を中
心とした表層河床材料調査より、置
き砂流下後の粒度分布変化から、
砂分の移動状況を推測 

置き砂設置前 
置き砂流下後 

低水路沿いの 18 箇所
（下図黄色●） 
洪水時水位に応じて
河岸、高水敷を追加 

線格子法による 
表層河床材料調査 

⑥ 礫分の到達
範囲把握 瀬の分布の変化 

置き砂流下前後の瀬・淵の分布状
況を目視調査により把握し、礫分の
移動状況を推測 

置き砂設置時 
置き砂流下後 

15.8k（三川合流） 
～22.0k（磯部頭首工）

目視調査 
「河川水辺の国勢調査ﾏﾆｭｱﾙ 
（平成 18 年度版）」準拠 

⑦
置き砂土砂

による 
障害把握 

置き砂による 
水質・底質の

変化 
洪水時河川水の 

水質分析 
置き砂設置地点上下流の洪水時河
川水の水質分析を行い、置き砂土
砂流出による水質への影響を把握 

出水期間中 

17.0ｋ右岸
19.0ｋ左岸 
20.8ｋ左岸 
（下図水色●） 

10 項目：
①濁度、②pH、③COD、 
④BOD、⑤SS、⑥DO、⑦T-N 
⑧NH4-N、⑨EC、⑩TOC 

⑧
置き砂の 
成分分析 

置き砂土砂の有機物・
金属含有量分析 

置き砂設置時の土砂中の危険物質
（有機物・金属）の含有状況を把握 置き砂設置時 置き砂地点 

8 項目：
①カドミウム、②ヒ素、③総水銀、 
④アルキル水銀、⑤鉛、⑥銅 
⑦強熱減量、⑧硫化物 

    図 2-10：調査地点全体位置図       

 
※ 調査地点の設定の考え方 

 調査地点は、置き砂の影響を把握することを目的とするため、置き砂設置位

置を挟んで上下流に設定し、特に置き砂の影響が下流側へどこまで及ぶか把

握するため、置き砂下流に調査地点を多く設定した。 

19.4k 置き砂試験施工箇所 

20.8k 低水路左岸 

19.0k 低水路左岸 

17.0k 低水路右岸 

モニタリング調査 
重点区間 

置き砂 

図 2-11：調査地点詳細位置図（付着藻類・低生生物・砂分の移動追跡・水質調査） 

※1 付着藻類調査および底生生物調査の平常時のサンプルは月 1 回定期的に 5 回採取し、分析は洪水発生後に洪水前の平常時調査の 1 サンプルについて実施する

※2 モニタリング結果の評価は上記モニタリング調査結果に加え、別途実施する浮遊砂調査等の結果も活用して評価を行う 
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置き砂流下に伴うモニタリング調査項目は、次回試験施工より配合予定の相模湖浚渫土砂の流

下による影響を比較・評価するため、昨年度までの現地土砂を用いた試験施工結果との比較の観

点から表 2-7（表 2-5）に示した 8 項目を対象とした。調査位置を図 2-10、図 2-11 に、調査ス

ケジュールを図 2-12 に示す。 

平成 20 年度の試験施工では、置き砂土砂中に相模湖浚渫土砂に含まれるシルト・粘土分が増加

することから、その影響を確認・評価する必要がある。 

置き砂土砂中に相模ダム浚渫土砂を用いる場合に想定される影響事項と確認手法を表 2-6 に整

理した。 

表 2-6：相模ダム浚渫土砂の流下に伴う着目点とその確認方法 

項 目 着目点 現地土砂による 

試験施工で得られた知見 

調査のポイント 

モニタリング手法 

河川水の濁り 置き砂土砂流下により濁水

期間が長期化し、アユへ影

響が生じる 

・置き砂土砂流下による水質・濁度

変化は見られず、影響は小さいと考

えられる。 

・河川水の濁りはダム上流域からの

生産土砂の影響が大半を占めると

考えられる。 

【調査のポイント】 

洪水時の置き砂上下流での浮

遊砂量（SS）の確認 

【調査手法】 

⑥置き砂地点上下流での水質

調査（継続調査中） 

・洪水時浮遊砂調査（土砂動態

把握のため別途調査中） 

アユのエサ 

環境の悪化 

（付着藻類） 

シルト・粘土が河床の礫・石

表面に堆積し、付着藻類の

成長に影響が生じる 

・置き砂土砂下流での付着藻類回

復率は上流に比べて若干大きい。 

・置き砂土砂流下による付着藻類

回復への悪影響は見られない。 

→置き砂土砂中にシルト・粘土分が

ほとんど含まれず、その影響は確

認できていない。 

【調査のポイント】 

シルト･粘土流下による付着藻

類回復状況の確認 

【調査手法】 

①付着藻類調査（継続調査中）

河床の 

目詰まり 

河床の礫・石間の空隙に、

置き砂からの細粒土砂（シ

ルト・粘土・砂）が堆積する

ことで目詰まりが生じ、河床

の伏流水の減少や水質へ

の影響が生じる 

・出水後には底生生物数は回復し

ており、置き砂土砂流下による悪影

響は見られない 

【調査のポイント】 

底生生物採取時に河床付近の

写真撮影を行い、目詰まり状

況を確認 

【調査手法】 

②底生生物調査（継続調査中）

粘土分による 

河床礫の固着 

河床の礫・石表面に堆積し

た粘土分により河床材料が

固着し、河床が動きづらくな

る 

・出水前後の調査では、河床礫が

固着化している様子は見られない 

【調査のポイント】 

河床表面の無機物量の計測、

固着状況の触診 

【調査手法】 

①付着藻類調査（継続調査中）

→無機物量の変化 

→採取時の固着状況確認 

細粒分の河岸

高水敷への堆

積 

細粒分が河岸、高水敷に堆

積することにより、草地化、

樹林化が進行する。 

・これまで、河岸や高水敷の材料調

査は実施していないため、未確認 

【調査のポイント】 

河岸及び河床の表層材料調査

【調査手法】 

河床材料調査同じ 

 

 

表 2-7：H20 年度、H21 年度 置き砂土砂モニタリング調査手法（概略） 

№ 目的 調査の着目点 モニタリング調査項目

①
付着藻類の変化
河床礫へのシルト分堆積状況

② 底生生物の生息数・種数の変化

③ 置き砂の流下成分 置き砂土砂の粒度分布調査

④ 置き砂土砂の流下量 置き砂土砂横断測量

⑤ 砂分の移動実態 河岸沿いの砂分堆積量の変化

⑥ 礫分の移動実態 瀬の分布（礫分堆積位置の変化）

⑦ 水質への影響 洪水中の河川水の水質分析

⑧ 置き砂の成分分析 置き砂土砂中の有機物・金属含有量

水域環境の変化
河川生態系
変化把握

置き砂による
影響・障害把握

置き砂土砂の
移動実態把握

 
 

 

 
図 2-12：モニタリング調査概略スケジュール 
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2.6 相模川における今後の置き砂事業の展開 

(1)今後の置き砂試験施工の進め方 
置き砂試験施工の全体の流れは図 2-13 のフロー図に示した通りであり、現在は置き砂土

砂の質による影響把握・問題確認の段階にある。各段階での着目点は下記に示した通りであ

る。 
 

1)第一段階：置き砂土砂の質による影響把握・問題確認 
第一段階では、置き砂土砂流下による河川環境への影響・問題を確認することが主目的と

なる。第二段階への移行は、モニタリング調査において問題が確認されなかった時点で行う

ものとする。 

A)現地土砂を用いた置き砂試験施工 
・ 河道に必要な成分(1～70mm)の土砂移動による河川環境への悪影響は見られなかった 

・ 海浜に必要な成分(0.2～1mm)の供給量は小さく、細粒土砂の配合量増大が必要である 

B)相模ダム浚渫土砂を用いた置き砂試験施工 

・ ダム建設以前には海浜まで到達していたと想定される相模ダム浚渫土砂を配合し、細

粒土砂の供給量増加を目指す。 

・ 試験施工では、相模ダム浚渫土砂に含まれるシルト・粘土分による河川環境への影響

の有無を確認することが主な着目点となる。 

 

2)第二段階：置き砂設置位置変更による影響把握・問題確認 
現在の置き砂試験施工は、固定堰への土砂堆積による農業取水への影響回避のため、磯部

頭首工下流地点（相模川 19.4kp）で行っている。 

第二段階では、土砂の連続性の観点および土砂供給量増大の観点から、置き砂施工地点の

変更を目指すものとする。ただし、設置地点の変更にあたっては、固定堰湛水域への土砂堆

積等の影響をモニタリングする。 

また、各設置地点において、設置場所の規模に応じて土砂量を増やし、河川環境への影響

を引き続きモニタリングする。 

一方、土砂量の増大に伴う河道への応答については、別途検討した河床変動解析モデルに

よるシミュレーションを通じてその効果を確認する。 

相模川の河床変動解析モデルは河道部分については、再現計算を通じて完成しており、今

後、相模川の総合土砂管理検討において活用していく。（次頁 参照） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-13：置き砂試験施工の進め方（案） 

モニタリング調査 

相模川 19.4k 地点 

(磯部頭首工下流) 

置き砂地点土砂 

（前年より砂分を増）
5,000m3 

相模川 19.4k 地点 

(磯部頭首工下流) 

置き砂地点土砂＋ 

相模ダム浚渫土砂 
5,000m3 

第 1 回試験施工

(平成 18 年度) 

第 2 回試験施工

(平成 19 年度) 

第 3 回試験施工

(平成 20 年度) 

モニタリング調査 

モニタリング調査 

モニタリング調査 土砂量増大 

効果確認(*) 

土砂量増大 

効果確認(*) 

土砂量増大 

効果確認(*) 

【置き砂の設置位置】 【置き砂の粒度分布】 【置き砂の量】 【着目点】 

相模川 19.4k 地点 

(磯部頭首工下流) 

置き砂地点 

高水敷土砂 
5,000m3 

相模川 

城山ダム直下流 

5,000m3 
現地土砂と浚渫土砂の

適正な混合比率 
＞5,000m3 

洪水規模が小さく、細粒分

が少ないため、影響評価に

は不十分 

細粒分（相模ダム浚渫土砂等）

利用による影響の評価 

現地発生土では、影響がほと

んどないことを確認 

細粒土砂流下による影響評価 

→浚渫土砂含有による影響評価

相模川 19.4k 地点 

(磯部頭首工下流) 

現地土砂と浚渫土砂の

適正な混合比率 

5,000m3 

＞5,000m3 

相模川小沢頭首工 

上流（29.6k） 

現地土砂と浚渫土砂の

適正な混合比率 

5,000m3 

＞5,000m3 

相模川磯部頭首工 

上流（27.4k） 

現地土砂と浚渫土砂の

適正な混合比率 

5,000m3 

第二段階

＞5,000m3 

土砂量増大 

効果確認(*) 

モニタリング調査 

モニタリング調査 

置き砂設置位置の上流

区間への移設による影

響の評価 

試験施工による設置

土砂量増大に伴う河

川環境への影響の評

価 

(*)シミュレーションに

よる設置土砂量増大に

伴う河川環境への効果

の評価 

第一段階
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(2)相模川の土砂環境改善における置き砂事業の位置づけ 

置き砂による直接的な土砂供給は、河道や海岸に不足している粒径成分を対処的に供給する

施策であるとともに、今後取組む他の施策を検討する際の基礎資料としても活用する 

しかしながら、現在の相模川の土砂環境を鑑みると、城山ダム近傍では砂州・流路が固定し

土砂移動が生じづらい状況にあることや、磯部頭首工・小澤頭首工等の固定堰による土砂移動

の不連続化等が生じている。このため、置き砂による土砂供給の効果が得られる範囲や程度、

及び固定堰による影響等を第二段階の試験施工を通じてモニタリングする。 

 

 (3)置き砂の本格実施（案） 

相模川水系の土砂環境改善のためには、置き砂による直接的な土砂供給のみならず、供給先

の河道の土砂移動環境の改善を併せて行うことが必要となる。そのため、置き砂の試験施工か

ら本格実施に移行する時期は、前述の試験施工の第二段階完了後のモニタリング結果を分析し、

必要に応じて相模川河道内の土砂環境の連続性を確保する施策を実施した後とすることが適切

と考えられる。 
河道区間における土砂の連続性確保のための施策としては、アーマー化の進行した城山ダム

近傍河道での河道整正による礫河原環境の復元や、固定堰への土砂吐きゲートの設置があげら

れる。 
 
本格実施は、以下の方針で取り組むことが考えられるが、前述した他の施策を含め、その効

果をシミュレーションを活用して検討していく。 
①設置位置は、1 ヶ所の設置量には限界があるため、当初の置き砂候補地点 4か所（Ａ

～Ｄ地点）に区分して設置する。 

②設置量は、現河道での土砂移動の減少分を考慮するとともに、設置箇所の設置可

能量から設定する。 

③置き砂は相模ダム浚渫土を基本とするが、前述した置き砂試験施工で把握した適

正な混合比率に沿って現地土砂を配合する。現地土砂は、高水敷等を掘削して確

保するものとするが、これら現地土砂には河道を形成する構成材料の供給が期待

できる。 
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図-2-13.2 相模川河床変動解析モデルの再現計算 

図-2-13.3 置き砂本格実施時の設置箇所（案）
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2.7 他河川における置き砂・置き土の事例 
平成 10 年 7 月の河川審議会答申「流砂系における総合的な土砂管理の推進（総合的土砂マネジメント）」を受けて、土砂環境改善に向けた取り組みが全国で展開されており、表 2-8 に示すように置

き砂、置き土の事例が多数見受けられる。これらの事例は試験的なものから大規模に実施しているものまで様々であるが、それぞれの目的にあった効果を上げている事例も見られる。 

表 2-8 全国での土砂還元事業の事例 

設置河川・ダム名 置き砂の目的 還元土砂採取箇所 設置年度・
設置土砂量 設置土砂の質（粒径） 設置形状・流下対象流量 設置土砂移動状況 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

調査 
★長島ダム 
大井川水系大井川 

①長島ダムの年間土砂還元計画の
基礎資料把握 
②下流河川環境へ与える影響の把
握 

塩郷堰堤直上流堆積
土砂 

（将来的には貯砂ダ
ム上流を使用予定） 

25,000m3（H12）
20,000m3（H13） 

平均粒径 30.9mm

粒径分布 
0.1～150mm 

・年数回発生する流量でも確実に流下
できるよう設定 
（年第３位流量：800m3/s） 
・敷高：100m3/s 時の水位 
・天端高：800m3/s 時の水位 

H11から H13 の出水によって仮置き土
砂はほぼ全量流下した 

あり 

★秋葉ダム 

天竜川水系天竜川 

①洪水時に土砂を流下させること
によるダム下流河道への各種影響
把握 

秋葉ダム貯水池堆積
土砂 

20,000m3（H11）
20,000m3（H12） 
18,000m3（H13） 

礫主体
内訳：レキ分：69.6%、砂分：
28.6%、細粒分：1.8% 

― ― あり 

★三春ダム 

阿武隈川水系 

大滝根川 

①下流河川の河床低下対策 
②河床構成材の粗粒化の防止 

前貯水池堆積土砂 1,000m3 
（H11,H13,H14） 

成分は未確認

但し、細流分は除外 

・低水路河岸に台形の盛土として設置 

・治水上問題の無いよう、ダム最大放
流量 100m3/s 時に河道から溢水しない
よう、設置面は水面下となっている。 

H15 年度の設置土砂は、小出水を経験
する毎に徐々に流下した。 
投入土砂量が少なく効果は現れず。 

あり 
2,000m3（H15） 石レキ分 0%、砂分 60%、シ

ルト分 28%、粘土分：12% 

★浦山ダム 

荒川水系浦山川 

①魚類の生息環境改善（漁協から
の要望） 
②粗粒化防止 

貯砂ダム堆積土砂 1,000m3（H12）
礫中心 ・平水時に流下しないよう、河岸の斜

面に設置 
設置 6 ヶ月後には殆ど土砂が動いてい
なかった。 あり 

14,000m3（H15） 未確認 ― ― 
★二瀬

ふ た せ

ダム 
荒川水系荒川 

①ダム堆砂の対策、岩床が露出し
た箇所への土砂投入による魚類の
生息場の創出 

貯砂ダム堆積土砂 3,000m3（H10）
2,000m3（H13） 
3,000m3（H14） 

砂礫および玉石 ― 
岩床が露出しているため玉石・砂礫の
河床への固定が難しい。 あり 

★一庫
ひとくら

ダム 
淀川水系猪名川 

土砂還元とフラッシュ放流の組み
合わせよるアユの生活環境の改
善。特に下記に着目 
①産卵床の形成 
②付着藻類の剥離更新 

下流河川工事発生土 190m3（H14）
300m3（H15） 

粒径分布
1mm～300mm

・放流量 20m3/s 時に浸水するよう設定 
・天端高：20m3/s 時の水位 
・フラッシュ放流流量：20m3/s 
・フラッシュ放流継続時間：2hr 

フラッシュ放流と土砂還元を組み合わ
せた結果、付着藻類の剥離更新が認め
られた。 あり 

★下久保ダム 

利根川水系神流川 

①ダム下流の天然記念物「三波石
峡」の景観保全 

貯砂ダム堆積土砂 1,000m3（H15）
― 

・放流量 100m3/s で流下するよう設定 100m3/s の自然出水（継続時間 3.5hr）
により設置土砂は全て流下した。 あり 

★蓮
はちす

ダム 
櫛田川水系蓮川 

①アユの生活環境改善（漁協から
要望） 
②河床低下防止 

貯砂ダム堆積土砂 300m3（H14）
― ― ― 未確認

★川治ダム 

利根川水系鬼怒川 

①魚類（アマゴ）の生息環境改善 貯砂ダム堆積土砂 3,400m3（H13）
― ― ― 未確認

★二風谷
に ぶ た に

ダム 
沙流川水系沙流川 

①貯砂ダム堆積土砂の処理 
②下流河川環境改善 

貯砂ダム堆積部 1,000m3（H14）
礫主体 ― ― 未確認

★長安口ダム 

那賀川水系那賀川 

①下流域の環境改善 長安口ダム貯水池末
端堆積土砂 

4000m3（H3～H8）
計 20,000m3/s 砂利 ― ― あり 

★三保ダム 

酒匂川水系酒匂川 
①下流域の環境改善 
②海岸の保全 

貯定堆積土砂 30,100m3(H18)
30,000m3(H19) 
H12 年度から実施 

砂礫 
・低水路の中央に台形として設置 浸食が進行する河床における浸食の抑

制 あり 

 
 
 

 出典：「平成 15 年度 ダム土砂管理推進検討会 排砂の計画・設計に関する検討グループ WG2 資料 H16.3 （財）ダム水源地環境整備センター」 

「第２回 ダム土砂管理推進検討会資料（案）～排砂に伴う下流河川環境に関する検討～ H15.3 （財）ダム水源地環境整備センター」 

浦山ダム下流に投入した土砂がウグイの産卵にもたらす効果についてーダム下流河川における土砂投入の効果― 2003,梶野ら,応用生態工学 6(1) 

那賀川堆砂対策調査報告書、H5.3 および H6.3、徳島県相生土木事務所 

「第 5回酒匂川水系土砂管理検討委員会資料」 

置き土シンポジウム資料 平成 20 年 12 月 2 日 主催：土木学会水工学委員会環境水理部会、後援：財団法人ダム水源地環境整備センター 

□は次項以降で詳細内容を説明 
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(1)荒川（二瀬ダム）の置き砂の事例 
 

目的： 
・ 二瀬ダムの建設以降、流砂の連続性が断たれ、河床低下や砂礫帯の減少などの問題が顕在

化している。また、二瀬ダム貯水池では、計画堆砂量に対し約 90％の堆砂が進んでいる

（平成 19 年度末現在）。このため、下流河道への土砂供給とダム堆砂の軽減を目的に置

き砂が実施されている。 

効果： 

・ ダム建設以前の荒川は、砂礫帯が連続する河道であったが、現在の河床は、砂や砂礫が流

出し、30～50cm の大礫もしくは岩盤が露出している。置き砂による土砂還元実施後は、

ダム下流では粒径が小さくなる傾向が認められた。 

 

1)置き砂の概要 
・ 二瀬ダム管理所では平成 15

年より土砂還元実験を実施

している。 

・ 土砂還元は、貯水池上流の

貯定および貯水位低下時に

陸上掘削が可能となる上中

尾地点より砂礫を 9～10 月

に採取し、ダンプトラック

により運搬して二瀬ダム直

下に投入している。 

図 2-14 二瀬ダムの位置 

 
                                  表 2-9 土砂還元の実施数量 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-15 還元土砂採取及び投入位置 
 

2)モニタリング結果 
・ 河床材料の代表粒径（d60）の経年変化（図 2-16）および代表的な 2 地点の粒度分布変化

（図 2-17）を見ると、土砂還元の開始以降、河床上昇が認められない地点も含め、全体

にわたり代表粒径が全体的に小さくなる傾向が認められる。 

 

 
 
 
 
 
 
 

図 2-16 土砂還元による代表粒径（ｄ60）の縦断変化 

 
 
 
 
 
 
 

(a)ダム下流 0.6km                             (b)ダム下流 13.3km 

図 2-17 土砂還元による粒度分布の変化 

 

・ 土砂還元後、粗粒化の解消傾向が見られた土砂投入地点下流付近で石礫を主な生息場とす

るカジカの生息密度は増加傾向が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           図 2-18 カジカの個体数の変化        

 
 
 
 

および土砂還元料の関係 

出典：置き土シンポジウム資料 2008 年 12 月 2 日 主催土木学会水工学委員会環境水理部会 

   後援：財団法人ダム水源地環境整備センター 
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(2)利根川水系神流川（下久保ダム）の置き砂の事例 
 

目的： 
・ 下久保ダムでは、管理開始後 40 年が経過し、ダム堆砂量は計画を上回る速度で進行して

おり、ダム下流では、河床低下や、河床材料の粗粒化が生じ天然記念物である「三波石峡」

の環境の悪化が課題となっていた。これらを解消するため、置き砂によるダム堆積土砂の

下流河道への還元を行ってきた。 
効果： 
・ 自然裸地が保全されているとともに三波石に付着する付着藻類、コケ植物等のクレンジン

グ効果が確認された。 
 
下久保ダムでは、平成 15 年度から置き砂を実施しており、平成 20 年度までに合計約 3

万 m3の置き砂を実施している。 

平成 19 年の台風 9号の出水により、ダム直下に投入した土砂の掃流効果により、三波

石の顕著なクレンジング効果（付着藻類、コケ、植物等の掃流）が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-2 クレンジング効果の代表例（置き砂下流） 
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3. 置き砂以外の土砂環境改善施策について 

3.1 土砂環境改善の取り組み方針 
土砂管理は時間的・空間的な拡がりをもった土砂移動の場（流砂系）において、それぞれの

河川・海岸特性をふまえて、国土マネジメントの一環として、土砂の移動による災害を防止し、

生態系・景観等の河川・海岸環境を保全するとともに、河川・海岸を適正に利活用することに

より、豊かで活力ある社会を実現する事を前提とする。 
 
・ 流砂系で、連続した適切な土砂の量と質の流れを確保できる方策を基本とする。 
・ 土砂移動に関わる人為的影響は河道や海岸地形及び環境の変化として現れるまで時間を

要することから、この時間のずれの概念を踏まえた管理が必要である。このため、効果や

影響をモニタリングしながらの順応的な対応が必要である。 
・ 相模川では上流から河口までにあらゆる粒径が混在する。このため、土砂の量的管理のみ

ならず、土砂の物理的化学的特性、すなわち質的な面からの管理が重要である。 
・ 各領域の土砂組成（有効粒径集団）と河川水量の土砂運搬能力の関連性をふまえ、土砂環

境のあるべき姿の維持あるいは回復のための適切なダムや河川水量管理が必要である。 
 

表 3-1：「懇談会」で示された相模川流砂系改善のための対応策(案) 

領域 対応策 
実施時期 

当面 将来

土砂生産域 森林管理 ○  
砂防堰堤 ○  
スリット型砂防堰堤 ○  

ダム域 相模ダムでの浚渫＋城山ダム下流への置き砂 ○  
相模ダム上流貯砂堰堤での浚渫＋城山ダム下流への

置き砂 
○  

排砂トンネル（相模ダム上流～城山ダム下流）  ○ 
河道域 ダム放流操作の変更による中小洪水頻度の維持 

（宮ヶ瀬ダム、城山ダム） 
○  

固定堰への土砂吐設置もしくは可動堰化 ○  
高水敷化した箇所の掘削による礫河原の復元 ○  

河口・海岸 河口部への土砂投入 ○  
相模川左岸茅ヶ崎海岸（柳島地区）における養浜 ○  

 
 

 

 

3.2 他河川での事例紹介 

 
3.2.1 ダム、土砂生産域での取り組み 

(1)砂防ダムのスリット化 
富士川流域では、河川・海岸などの関係機関と連携を図りながら上流から河口までの流域全

体における土砂の流れの確保に取り組んでいる。 
鉄格子型砂防堰堤やスリット型砂防えん堤の導入を進め防災機能を確保しつつ、下流への細

粒土砂成分の供給を確保している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3-1 鉄格子型砂防えん堤       写真 3-2 スリット型砂防えん堤 

 

 
出典：国土交通省関東地方整備局富士川砂防事務所ホームページ 
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(2)土砂バイパストンネル（天竜川水系三峰川、美和ダム） 
目的： 
・ 天竜川の支川三峰川の美和ダムでは、洪水時に多量の土砂が流入し、ダムの容量確保が課

題となっていたため、排砂バイパスを建設し洪水時にウォッシュロード（細かい砂（平均

粒径 0.017mm））をバイパスを通して下流へ放流している。 

効果： 

・ 平成 18 年 7 月洪水では、排砂バイパスの活用によりダム地点で約 35 万 m3のダムへ堆砂

が抑制できた。 

・ また、下流河道の状況のモニタリングを行っており、付着藻類が剥離、更新しているこ

とが確認でき、アユも順調に成育していることが確認できた。 

・ 排砂バイパスの活用により、ダム湖内の土砂の滞留が抑制でき、下流河道において濁水

の長期化を軽減する効果が確認できた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-1 排砂バイパスの概要図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-2 試験運用のモニタリング結果 

 
出典：H18年度美和ダム「恒久堆砂対策施設」モニタリング パンフレット 

 

 

 

洪水前（平成18年5月24日） 洪水中（平成18年7月19日） 約3週間後（平成18年8月11日） 

 

 

洪水2週間後（H18.8.1)アユ 約6週間後（H18.8.31 ）アユ 約6週間後調査の状況 

○河原の状況 

○礫表面の付着 
 藻類の状況 

三峰川7.6km付近 
高遠町浄化センター付近 
洪水により、草や気が流され川底

も大きく削られ、礫河原になった。
 

三峰川7.6km付近 
高遠町浄化センター付近 
洪水により、川底の藻がほとんど

流されたが、洪水後同程度まで回

復した。 

○魚の状況 

洪水後、アユの成長は順調であっ

た。 
 

洪水前（平成18年5月24日） 洪水中（平成18年7月29日） 約3週間後（平成18年8月11日） 

○濁水の期間 排砂バイパス設置により、洪水後にダム湖内に滞留する土砂濃度、下流河川での

濁水の長期化を軽減する効果が確認された。 

SS濃度(mg/l) ダム湖への流入土砂 

ダム下流への放流土砂 
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(3)排砂ゲート（黒部川水系黒部川 出し平ダム、宇奈月ダム） 
目的： 

・ 黒部川は日本でも有数の急流河川であり、土砂生産が多く、ダムにおける土砂の堆砂が問

題となっていたことから、ダム湖に堆積する土砂をダム下流に放流することを目的に「排

砂ゲート」設備を設け、上流の出し平ダムと下流の宇奈月ダムが連携して洪水時に排砂ゲ

ートより排砂を実施している。 

効果： 

・ 排砂の実施により出し平ダムにおいて年間約 41 万 m3のダムへの堆砂が抑制されている。 

 

1)排砂方法改善の取り組み 
・ 黒部川においては、平成 3 年 12 月に日本のダムでは初めての、排砂ゲートを開けての排

砂が出し平ダムで行われた。この排砂は、ダム完成からの 6 年間にダム湖内に樹や木の

葉及び腐植土等の有機物が大量の土砂とともに流入堆積し、嫌気分解を受け変質したもの

が土砂とともに流出したことから、下流河川だけでなく黒部川河口沿岸海域の環境に影響

を及ぼす結果となった。 

・ 第 1回排砂での結果を踏まえ環境への負荷の小さい排砂方法を検討した結果、出水毎に排

砂を行い、ダム湖内での土砂貯留時間を短くすることにより、環境への影響が自然の洪水

時と同程度になることが確認された。 

・ 現在の排砂方法に変更後の環境調査結果より、連携排砂によるアユの個体数や付着藻類へ

の生育への影響は確認されておらず、環境への負荷が大きく改善された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2)モニタリング調査結果 
・ ダム下流の河川環境のモニタリング調査結果より、アユの餌となる付着藻類について、排

砂を行わない通常出水後と排砂を行った後のいずれも減少（剥離）、更新が確認され、両

者による顕著な違いは無いと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-3 平成 16 年付着藻類調査結果               図 3-4 調査地点位置図 
 

 

出典：「黒部川連携排砂によるアユへの影響検討」、平成16年度ダム水源地環境技術研究所 所報 

  

  

    

洪水吐ゲート 

排砂ゲート 

通常の状態 

洪水時 

 

  

洪水吐ゲート 

排砂ゲート 

通常の状態 

洪水時 

  

初回排砂時 排砂方法改善後 

落葉樹等の有機物が約6
年間堆積し変質 

  

洪水とともに 
変質した土砂が流下 

毎年継続的に排砂しているため、堆積

物の変質が抑制される 

洪水時はダムが無い場合とほぼ同様

の土砂が下流に流下 

連
携
排
砂
・通
砂
実
施 

洪水生起日 

洪
水 

付着藻類は、連携排砂後および洪水後にともに減少（剥離）するがそ

の後回復が見られるため、排砂の影響は確認できない。 

出し平ダム

宇奈月ダム

愛本地点
下黒部橋 

出し平ダムの 
年平均排砂量は 

約41万m3 

（平成3年から平成20年）

平成14年から平成20年6年までの愛本地点

のSSは最大で53,000mg/l（H17.6） 
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3.2.2 河道域での取り組み 

(1)砂州の人為掘削による礫河原環境再生の取り組み 
目的： 
・ 相模川の支川中津川では、宮ヶ瀬ダムの洪水調節機能によりダム下流区間の治水安全度は

向上したが、一方で環境面では、洪水時に河原に水が浸かる頻度が減少し、ハリエンジュ

の群生地など、河道内の樹林化が進んでいた。 

・ このため、礫河原の再生を目指し、地域住民と連携し、約 2,600 本伐木、除根を実施した。 

効果： 

・ 礫河原再生工事の結果、ハリエンジュはほぼ全滅し、親水性が向上した。 

 

施工は、下図のように深掘れ部の傾斜を緩和し、親水性の向上を図る形状としている。 
 
 
 
 
 

図 3-5 施工箇所横断図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3-3 礫河原再生工事の状況 

礫河原再生工事の結果、ハリエンジュはほぼ全滅し 6 ヵ月後も礫河原が保全されおり、親水

性が向上した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3-4 施工後の状況 

出典：「相模川の多自然川づくりについて」、平成20年10月31日 神奈川県厚木土木事務所 

(2)固定堰への土砂吐設置もしくは可動堰化 
 
・ 多摩川中流部に位置する二ヶ領宿河原堰では、昭和 49 年の「狛江水害」を受け、洪水時

の流下能力増大を目的として、従前のコンクリート製固定堰から、起伏式ゲート 5門、引

上式ゲート 1 門からなる可動堰に改築され、平成 11 年 3 月に竣工した。 

・ この改修では、洪水時の堰高は改修前の A.P.+19.0m から A.P.+17.0m に低下させたことに

より、洪水流下能力のみならず、宿河原堰上下流河道における土砂の連続性が回復した。 

 

 
写真 3-5：宿河原堰全景 

平均河床高

8

12

16

20

24

28

181920212223242526
距離標 (kp)

標
高

 (A
Pm

)

S56.3
H3.3
H11.3
H17

二ヶ領宿河原堰

 
図 3-6：多摩川平均河床高縦断図 

澪すじの固定化、深掘れ 

施工前 施工後 6 ヵ月後 

樹木伐採前 樹木伐採後 河床切り下げ後 

22.652

盛土　29.80ｍ2

切土　19.10ｍ2
FH=24.652

1:20.0

▽22.652

HWL＝２６．５９２

23.896 24.237

深掘れ → 傾斜

改築後堰高（洪水時） ・堰下流では、堰改築まで河床低下傾向

・竣工後（H11.3）は河床上昇傾向にある

堰上流では、堰改築により堰上流 

1k 区間で河床低下が生じている 
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3.2.3 河口・海浜域での取り組み 

(1)養浜による砂浜の復元 
・ 茅ヶ崎海岸中海岸は、50 年間で汀線が約 50m 後退し、侵食が著しい海岸の一つである。 

・ 近年では、平成 19 年の高波によって背後の国道 134 号自転車歩行者道が被災するなどの

被害が生じた。 

目的： 

・ 侵食対策として、相模貯水池や茅ヶ崎漁港西側の堆積土砂等を運搬し、海辺で敷き均す「養

浜事業」によって、砂浜を広げ、防護、環境、利用の調和のとれた対策を実施していくこ

とを目的としている。 

 
 
 
 
 
 
 
写真 3-6 昭和 57 年台風 18 号被災事例     写真 3-7 平成 19 年台風 9 号被災事例 

 
養浜事業の概要 

目標砂浜幅 ： 最も後退している箇所の砂浜幅を 50ｍまで回復 

粒径 ： 砂分と礫分を含む混合粒径 

養浜量 ： 年間約 3万 m3を 10 年間で合計約 30 万 m3 

 
 
 
 
 

図 3-7 現況断面              図 3-8 将来目標断面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-9 中海岸平面図               図 3-10 運搬経路 

出典：神奈川県藤沢土木事務所ホームページ 
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過去の流域内の河床材料調査結果より、相模川流域内で、海浜を形成する土砂としてふさわ

しい土砂の成分（0.2～1mm）を多く含む地点は、相模ダムの浚渫土砂が有力であることがわか

った。これより、置き砂の調達地点としては、相模ダムの浚渫土砂が有力であると考えられる。 

表 1 置き砂候補土砂の採取地点 
 採取地点 土砂の概要 備考 

① 相模川 19.4k 右岸 

高水敷 

平成 18 年度、19 年度

置き砂試験施工地点の

高水敷の土砂 

平成 18 年度および平成 19 年度に置き砂土砂として

利用 

② 相模川 23.0k 右岸 

磯部頭首工堆積土砂 

磯部頭首工湛水域上流

端の堆積土砂 

過去 2 年度の置き砂土砂の粒度分布に対して若干粗め

であり、海浜を構成する土砂成分は多くない。 

③ 相模湖浚渫土砂 相模湖湛水域の浚渫土

砂 

過去 2 年度の置き砂土砂より細粒分が多く、海浜を形

成する土砂（0.1～1mm）の成分が多い。 

④ 相模湖上流区間土砂 相模湖湛水域上流部の

山梨県管理区間の土砂 

過去 2 年度の置き砂土砂と程度の粒度分布である。 

 
 

 
図 1 置き砂候補土砂の採取地点 

 

④相模湖上流区間土砂 

③相模湖浚渫土砂 

②磯部頭首工堆積土砂 

①19.4k 右岸高水敷 

※ D 地点とは、右上図に示す置き砂試験施工設置に当たり、当初検討されていた候補地点の 1 つで平成 18 年度から試験施工が行われている地点である。 

参考資料 1 置き砂土砂の調達方法について 
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表 2：平成 20 年度置き砂土砂調達候補一覧 

 採取地点 採取地点平面図 粒度分布 備考 

① 相模川 19.4k 
右岸高水敷 
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平成 18 年度の置き砂および平成 19 年度

の置き砂の一部に利用した土砂 

 

② 相模川 23.0k 
右岸 
磯部頭首工 
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平成 18 年度及び平成 19 年度の置き砂土

砂の粒度分布に対して若干粗めであり、海

浜を構成する土砂成分は多くない。 

 

③ 相模湖 
浚渫土砂 
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平成 18 年度及び平成 19 年度の置き砂土

砂より細粒分が多く、海浜を形成する土砂

（0.2～1mm）の成分が多い。 

 

④ 相模湖上流 
区間河道内 
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1 河床変動解析モデルの構築 
相模川水系流域土砂管理に関わる検討のうち、相模川の土砂動態を予測・推定することを目的

に、相模川の土砂動態解析モデルを 1 次元河床変動計算の手法を用いて構築した。 

1.1 解析モデルの概要 
解析モデルの概要を表 1.1 に示す。 

表 1.1 解析モデル 

項目 モデル 

流れのモデル 不定流モデル 

流砂量式 掃流砂 芦田・道上の式 

浮遊砂 芦田・道上の式（浮遊土砂の再現計算より選定） 

河床変動モデル 混合粒径モデル 

粒径別流砂量の連続式（河床高・粒度分布の計算） 

一般断面モデル（低水路内を含め測量断面を用いる） 

解析範囲 

（モデル構築範囲） 

相模川：0.2k～33.8k（河口～城山ダム） 

中津川：0.0k～17.0k（相模川合流点～宮ヶ瀬ダム） 

その他の支川：横流入扱い 

固定堰の扱い 堰高が河床よりも高い場合、掃流砂の流下は遮断される 

1.2 モデルの構築（再現計算によるモデルの検証） 
相模川で実施する置き砂は河口（海岸）への砂分の供給を主目的に実施するものであり、モデ

ルでは砂分の動態に着目する必要がある。特に砂分のうちでも細かい成分は、出水時に浮遊状態

で流下することが考えられるため、平成 19 年 9 月洪水を対象に浮遊土砂量の検証を行った。ま

た、このモデルを用いて相模川の長期的な（年平均的な）土砂動態を検討するため、昭和 48 年

～平成 16 年の流況を対象に河床変動の検証を行った。 

解析条件を表 1.2 および図 1.1～図 1.2 に、解析結果を図 1.3 に示す。 

表 1.2 再現計算の解析条件 

設定項目 設定条件 
浮遊土砂量の再現計算 河床変動の再現計算 

解析期間 平成 19 年 9月 6日洪水（台風 9号） 昭和 48 年～平成 17 年 
河床形状 相模川：平成 15 年～平成 17 年測量 

中津川：平成 13 年測量 
相模川：昭和 48 年測量 
中津川：昭和 56 年～昭和 59 年測量 

流量条件 対象洪水 9 月 6 日 16:00～9 月 8 日 0:00 昭和 48 年～平成 16 年の洪水 
（厚木地点ピーク流量 600m3/s 以上の洪水） 

上流端 相模川：城山ダム放流量 
中津川：宮ヶ瀬ダム放流量 

相模川：城山ダム放流量 
中津川：宮ヶ瀬ダム地点流出解析結果（～H9）、

宮ヶ瀬ダム放流量（H10～） 

横流入 観測所流量を比流量換算で付与 観測所流量を比流量換算で付与 
水位条件 H-Q 式(0.2k 地点)より設定 H-Q 式(0.2k 地点)より設定 

給砂条件 掃流砂 相模川：なし 
中津川：なし 

相模川：なし 
中津川：平衡給砂（～H9）、なし（H10～） 

浮遊砂 

(Qs-Q 式) 

(粒度分布) 

相模川：小倉橋地点調査結果 
中津川：日向橋地点調査結果 

相模川：小倉橋地点調査結果 
中津川：桂橋地点調査結果（～H9）、 

日向橋地点調査結果（H10～） 
河床材料 平成 10 年～平成 12 年調査結果 

（粒径階を 17 区分にモデル化） 
昭和 47 年調査結果 
（粒径階を 17 区分にモデル化） 
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図 1.1 H19..9.6 洪水ハイドロと H10-H12 河床材料粒度分布（浮遊土砂量の再現計算） 
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図 1.2 河床変動の再現計算対象洪水と S47 河床材料粒度分布 
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参考資料 2 相模川 河床変動解析について 
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2 現地観測資料 

2.1 浮遊砂境界条件（Qs-Q 式） 
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図 2.1 Qs-Q 式：浮遊土砂量の再現計算（H19.9 洪水） 
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図 2.2 Qs-Q 式：河床変動の再現計算 

2.2 河床材料粒度分布 
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図 2.3 河床材料粒度分布（左：H10-12 調査結果、右：S47 調査結果） 
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過去の流域内の河床材料調査結果より、相模川流域内で、海浜を形成する土砂としてふさわ

しい土砂の成分（0.2～1mm）を多く含む地点は、相模ダムの浚渫土砂が有力であることがわか

った。これより、置き砂の調達地点としては、相模ダムの浚渫土砂が有力であると考えられる。 

表 1 置き砂候補土砂の採取地点 
 採取地点 土砂の概要 備考 

① 相模川 19.4k 右岸 

高水敷 

平成 18 年度、19 年度

置き砂試験施工地点の

高水敷の土砂 

平成 18 年度および平成 19 年度に置き砂土砂として

利用 

② 相模川 23.0k 右岸 

磯部頭首工堆積土砂 

磯部頭首工湛水域上流

端の堆積土砂 

過去 2 年度の置き砂土砂の粒度分布に対して若干粗め

であり、海浜を構成する土砂成分は多くない。 

③ 相模湖浚渫土砂 相模湖湛水域の浚渫土

砂 

過去 2 年度の置き砂土砂より細粒分が多く、海浜を形

成する土砂（0.1～1mm）の成分が多い。 

④ 相模湖上流区間土砂 相模湖湛水域上流部の

山梨県管理区間の土砂 

過去 2 年度の置き砂土砂と程度の粒度分布である。 

 
 

 
図 1 置き砂候補土砂の採取地点 

 

④相模湖上流区間土砂 

③相模湖浚渫土砂 

②磯部頭首工堆積土砂 

①19.4k 右岸高水敷 

※ D 地点とは、右上図に示す置き砂試験施工設置に当たり、当初検討されていた候補地点の 1 つで平成 18 年度から試験施工が行われている地点である。 

参考資料 1 置き砂土砂の調達方法について 
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表 2：平成 20 年度置き砂土砂調達候補一覧 

 採取地点 採取地点平面図 粒度分布 備考 

① 相模川 19.4k 
右岸高水敷 
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1 河床変動解析モデルの構築 
相模川水系流域土砂管理に関わる検討のうち、相模川の土砂動態を予測・推定することを目的

に、相模川の土砂動態解析モデルを 1 次元河床変動計算の手法を用いて構築した。 

1.1 解析モデルの概要 
解析モデルの概要を表 1.1 に示す。 

表 1.1 解析モデル 

項目 モデル 

流れのモデル 不定流モデル 

流砂量式 掃流砂 芦田・道上の式 

浮遊砂 芦田・道上の式（浮遊土砂の再現計算より選定） 

河床変動モデル 混合粒径モデル 

粒径別流砂量の連続式（河床高・粒度分布の計算） 

一般断面モデル（低水路内を含め測量断面を用いる） 

解析範囲 

（モデル構築範囲） 

相模川：0.2k～33.8k（河口～城山ダム） 

中津川：0.0k～17.0k（相模川合流点～宮ヶ瀬ダム） 

その他の支川：横流入扱い 

固定堰の扱い 堰高が河床よりも高い場合、掃流砂の流下は遮断される 

1.2 モデルの構築（再現計算によるモデルの検証） 
相模川で実施する置き砂は河口（海岸）への砂分の供給を主目的に実施するものであり、モデ

ルでは砂分の動態に着目する必要がある。特に砂分のうちでも細かい成分は、出水時に浮遊状態

で流下することが考えられるため、平成 19 年 9 月洪水を対象に浮遊土砂量の検証を行った。ま

た、このモデルを用いて相模川の長期的な（年平均的な）土砂動態を検討するため、昭和 48 年

～平成 16 年の流況を対象に河床変動の検証を行った。 

解析条件を表 1.2 および図 1.1～図 1.2 に、解析結果を図 1.3 に示す。 

表 1.2 再現計算の解析条件 

設定項目 設定条件 
浮遊土砂量の再現計算 河床変動の再現計算 

解析期間 平成 19 年 9月 6日洪水（台風 9号） 昭和 48 年～平成 17 年 
河床形状 相模川：平成 15 年～平成 17 年測量 

中津川：平成 13 年測量 
相模川：昭和 48 年測量 
中津川：昭和 56 年～昭和 59 年測量 

流量条件 対象洪水 9 月 6 日 16:00～9 月 8 日 0:00 昭和 48 年～平成 16 年の洪水 
（厚木地点ピーク流量 600m3/s 以上の洪水） 

上流端 相模川：城山ダム放流量 
中津川：宮ヶ瀬ダム放流量 

相模川：城山ダム放流量 
中津川：宮ヶ瀬ダム地点流出解析結果（～H9）、

宮ヶ瀬ダム放流量（H10～） 

横流入 観測所流量を比流量換算で付与 観測所流量を比流量換算で付与 
水位条件 H-Q 式(0.2k 地点)より設定 H-Q 式(0.2k 地点)より設定 

給砂条件 掃流砂 相模川：なし 
中津川：なし 

相模川：なし 
中津川：平衡給砂（～H9）、なし（H10～） 

浮遊砂 

(Qs-Q 式) 

(粒度分布) 

相模川：小倉橋地点調査結果 
中津川：日向橋地点調査結果 

相模川：小倉橋地点調査結果 
中津川：桂橋地点調査結果（～H9）、 

日向橋地点調査結果（H10～） 
河床材料 平成 10 年～平成 12 年調査結果 

（粒径階を 17 区分にモデル化） 
昭和 47 年調査結果 
（粒径階を 17 区分にモデル化） 
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図 1.1 H19..9.6 洪水ハイドロと H10-H12 河床材料粒度分布（浮遊土砂量の再現計算） 
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図 1.2 河床変動の再現計算対象洪水と S47 河床材料粒度分布 
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図 1.3 再現計算結果（左：浮遊土砂量、右：河床変動） 
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2 現地観測資料 

2.1 浮遊砂境界条件（Qs-Q 式） 
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図 2.1 Qs-Q 式：浮遊土砂量の再現計算（H19.9 洪水） 
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図 2.2 Qs-Q 式：河床変動の再現計算 

2.2 河床材料粒度分布 
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図 2.3 河床材料粒度分布（左：H10-12 調査結果、右：S47 調査結果） 

 


